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は
じ
め
に

（
１
）

近
年
高
齢
者
の
介
護
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所
者
の
個
性
と
生
活
リ
ズ
ム
を
尊
重
し
た
介
護
（
個
別
ケ
ア
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
も

そ
も
、
人
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
価
値
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
人
が
実
際
に
何
が
出
来
る
か
、
ど
の
よ
う

（
２
）（
３
）

な
行
動
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
係
は
な
く
、
生
活
の
主
体
者
と
し
て
生
き
る
権
利
を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
人
は
遺

伝
や
環
境
の
要
素
、
生
ま
れ
つ
き
の
知
的
能
力
や
意
欲
、
活
動
な
ど
の
条
件
の
違
い
に
よ
り
個
性
を
与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
生
活

体
験
や
外
的
お
よ
び
内
的
条
件
を
持
っ
て
お
り
、
他
の
人
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
人
は
自
分
が
二
人
と
い
な
い
独
特
な
存
在

（
４
）

で
あ
る
と
意
識
し
、
一
人
の
個
人
と
し
て
対
応
さ
れ
た
い
と
い
う
ニ
ー
ド
、
及
び
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

介
護
施
設
の
入
所
者
も
、
何
ら
か
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
生
活
の
場
が
施
設
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
生
活
の
主
体
者
で
あ
る
こ
と
に

（
５
）（
６
）

は
変
わ
り
は
な
く
、
一
個
の
全
体
的
統
一
者
（total

organization

）
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
施
設
と
い
う
集

団
生
活
の
場
に
お
い
て
は
、
個
を
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
支
援
が
少
な
く
な
く
、
意
図
的
に
個
の
尊
重
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
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（
７
）

で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

生
活
施
設
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下
、
特
養
）
は
一
九
六
三
年
に
制
度
化
さ
れ
た
が
、
当
初
は
医
学
的
管
理
の
必
要
な
高
齢

者
の
療
養
を
目
的
に
し
た
医
療
系
施
設
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
居
室
は
六
人
部
屋
な
ど
多
床
室
中
心
の
大
規
模
施
設
で
あ

（
８
）（
９
）

り
、
個
々
の
生
活
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
ケ
ア
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
入
所
者
の
生
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
介
護
職
員
の
仕
事
配

（
�
）

分
に
左
右
さ
れ
、
集
団
を
対
象
に
管
理
と
効
率
を
重
視
し
た
身
体
介
護
中
心
の
ケ
ア
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
入
所
者
の

（
�
）

生
活
は
施
設
内
で
完
結
し
社
会
的
な
繋
が
り
も
閉
ざ
さ
れ
、
彼
ら
の
自
律
性
や
意
欲
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
九
八
六
年
に
医
療

系
施
設
と
し
て
発
足
し
、
病
院
と
自
宅
の
中
間
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
老
人
保
健
施
設
（
以
下
、
老
健
）
も
大
規
模
施
設
で
あ
り
、
抱
え

（
�
）

る
問
題
は
特
養
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
介
護
現
場
の
反
省
か
ら
、
入
所
者
の
個
別
性
を
尊
重
し
た
ケ
ア
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
家
庭
的
な
生
活
環

境
で
、
入
所
者
・
職
員
と
も
に
少
人
数
の
関
わ
り
の
中
か
ら
信
頼
関
係
を
築
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以
下
、
Ｇ
Ｈ
）
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
い

（
�
）

う
ケ
ア
の
方
法
が
生
ま
れ
た
。
厚
生
労
働
省
も
二
〇
〇
一
年
に
は
全
室
個
室
・
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
基
本
と
し
た
新
型
特
養
の
整
備
を
発
表

（
�
）

し
、
特
養
の
居
住
環
境
を
改
善
し
、
入
所
者
の
尊
厳
を
重
視
し
た
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
る
。

（
�
）（
�
）

入
所
者
の
個
別
性
を
尊
重
し
た
ケ
ア
す
な
わ
ち
個
別
ケ
ア
は
定
義
と
し
て
定
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、
看
護
や
介
護
の
分
野
に
お
い
て

は
、
入
所
者
が
自
分
の
個
性
や
人
間
関
係
を
保
ち
、
生
活
上
の
問
題
解
決
や
ケ
ア
計
画
に
つ
い
て
参
加
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

（
�
）（
�
）

う
に
介
護
者
が
彼
ら
の
独
自
性
を
認
め
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
合
わ
せ
て
援
助
す
る
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
個
別
ケ
ア
の
提

供
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
、
施
設
職
員
が
入
所
者
を
個
人
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
彼
ら
の
従
来
の
生
活
背
景
や
生
活
習
慣
を
理
解

し
継
続
さ
せ
る
こ
と
や
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
過
程
に
入
所
者
の
参
加
を
促
す
こ
と
、
入
所
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど

（
	
）〜（


）

が
、
基
本
的
な
身
体
介
護
や
安
全
性
及
び
快
適
な
物
理
的
環
境
の
提
供
を
基
盤
と
し
て
さ
ら
に
重
視
さ
れ
る
。
し
か
し
、
特
養
や
老
健
な
ど

既
存
の
大
規
模
施
設
で
は
、
個
別
ケ
ア
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
な
ど
の
取
り
組
み
は
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
実
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（
�
）

現
は
容
易
で
は
な
い
。
先
行
研
究
に
お
け
る
施
設
職
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
自
由
回
答
記
述
か
ら
は
、
個
別
ケ
ア
提
供
の
阻
害
要
因
と
し

て
、
業
務
量
の
多
さ
、
不
十
分
な
人
員
配
置
で
の
個
別
ケ
ア
は
業
務
の
増
加
に
繋
が
る
と
す
る
職
員
の
抵
抗
感
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

（
�
）（
�
）

シ
ョ
ン
不
足
や
動
線
が
長
い
と
い
っ
た
生
活
環
境
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
現
状
を
少
し
で
も
改
善
し
、
大
規

模
施
設
で
の
個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
職
員
が
仕
事
上
の
負
荷
と
し
て
認
識
し
て
い
る
現
象
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に
あ

（
�
）

る
原
因
に
つ
い
て
追
求
し
、
施
設
レ
ベ
ル
、
ユ
ニ
ッ
ト
レ
ベ
ル
な
ど
負
荷
の
次
元
や
そ
の
構
造
を
把
握
し
た
上
で
、
抜
本
的
に
改
善
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
入
所
者
の
中
で
も
、
認
知
力
や
記
憶
力
の
低
下
等
か
ら
不
安
症
状
や
不
適
応
行
動
な
ど
を
呈
し
生
活
障
害
を
抱
え
て
い
る
痴
呆
性

（
�
）

高
齢
者
は
、
特
に
気
持
ち
の
理
解
、
個
人
に
適
し
た
刺
激
や
環
境
の
提
供
な
ど
個
別
性
の
高
い
介
護
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
痴

呆
性
高
齢
者
は
適
切
な
意
思
伝
達
が
困
難
で
あ
り
、
職
員
も
彼
ら
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
も
難
し
い
が
故
に
、
職
員
の
都
合
で
物
事
が

（
�
）

進
め
ら
れ
る
危
険
性
が
高
い
と
い
わ
れ
、
個
別
ケ
ア
が
提
供
さ
れ
に
く
い
現
状
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
た
め
、
個
別
ケ
ア
を
検
討
す
る
際
に

は
特
に
個
別
対
応
が
必
要
で
、
し
か
も
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
焦
点
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
大

規
模
施
設
に
お
け
る
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
個
別
ケ
ア
の
提
供
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
施
設
レ
ベ
ル
や
ユ
ニ
ッ
ト
レ
ベ
ル
と
い
っ
た
次

元
も
視
野
に
入
れ
て
、
個
別
ケ
ア
の
阻
害
要
因
と
そ
の
改
善
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
施
設
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
個
別
性
を
重
視
し
た
ケ
ア
の
提
供
に
向
け
て
施
設
職
員
が
ど
の
よ
う
な
介
護
目

標
、
方
針
、
介
護
方
法
等
を
必
要
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
実
際
の
介
護
の
中
で
ど
の
よ
う
な
実
現
困
難
な
課
題
を
有
し
て
い
る
の
か
、
仕

事
上
の
負
荷
と
の
関
連
性
か
ら
明
ら
か
に
し
、
第
二
段
階
と
し
て
、
大
規
模
施
設
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
に
影
響
を
及
ぼ
す
仕
事
上
の
負
荷
の

構
造
を
考
察
し
、
施
設
が
改
善
す
べ
き
問
題
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
携

わ
る
介
護
施
設
職
員
に
対
し
質
問
紙
法
を
用
い
た
調
査
を
実
施
し
、
施
設
職
員
の
認
識
す
る
介
護
目
標
等
と
そ
の
実
現
を
困
難
に
し
て
い
る

要
因
を
仕
事
上
の
負
荷
と
の
関
連
性
か
ら
分
析
し
た
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
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蠡
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１

調
査
対
象
者

本
調
査
は
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
個
別
ケ
ア
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ
る
た
め
、
調
査
対
象
を
痴
呆
性
高
齢
者
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
と
経

験
を
有
す
る
痴
呆
介
護
実
務
者
研
修
修
了
者
と
し
た
。
痴
呆
介
護
実
務
者
研
修
は
、
基
礎
課
程
と
専
門
課
程
か
ら
な
る
研
修
で
、
痴
呆
介
護

技
術
の
向
上
と
痴
呆
介
護
の
専
門
職
員
の
養
成
を
目
的
に
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
都
道
府
県
を
実
施
主
体
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
対
象
者
は
専
門
課
程
修
了
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
所
属
施
設
に
お
い
て
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
能
力
養
成
を
目
的

に
、
平
成
一
三
年
度
、
一
四
年
度
に
大
阪
府
下
全
域
（
一
四
年
度
は
大
阪
市
は
除
く
）
か
ら
募
集
さ
れ
た
。
募
集
条
件
は
、
募
集
時
点
で
痴

呆
介
護
実
務
者
研
修
基
礎
課
程
も
し
く
は
二
〇
〇
〇
年
以
前
に
実
施
さ
れ
て
い
た
痴
呆
介
護
研
修
を
修
了
し
て
お
り
、
介
護
実
務
に
概
ね
五

年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

調
査
対
象
者
は
平
成
一
三
年
度
修
了
者
四
四
名
、
一
四
年
度
修
了
者
四
六
名
と
痴
呆
介
護
指
導
者
養
成
研
修
修
了
者
三
名
の
合
計
九
三
名

で
あ
っ
た
。
一
四
年
度
修
了
者
四
六
名
と
指
導
者
養
成
研
修
修
了
者
一
名
を
あ
わ
せ
た
四
七
名
に
つ
い
て
は
、
研
修
の
最
終
日
に
調
査
票
を

配
布
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
記
入
さ
せ
、
回
収
し
た
。
他
の
四
六
名
は
郵
送
調
査
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
調
査
時
期
は
平
成
一
五
年
三
月
で

あ
っ
た
。

各
年
度
に
お
け
る
研
修
修
了
者
は
全
員
が
異
な
る
事
業
所
の
所
属
で
、
二
年
度
に
渡
っ
て
同
一
事
業
所
で
参
加
し
た
の
は
八
一
事
業
所
の

う
ち
一
一
事
業
所
で
あ
っ
た
。

回
収
率
は
集
合
調
査
が
八
五
・
一
％
、
郵
送
調
査
が
七
三
・
九
％
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
八
一
・
七
％
で
あ
っ
た
。
回
収
し
た
七
六
名

の
う
ち
無
回
答
が
一
〇
項
目
を
超
え
た
者
と
特
養
、
老
健
、
Ｇ
Ｈ
以
外
の
所
属
の
者
あ
わ
せ
て
一
二
名
を
除
き
六
四
名
を
有
効
回
答
と
し
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た
。
こ
の
六
四
名
の
う
ち
集
合
調
査
で
の
回
答

者
は
三
一
名
、
郵
送
調
査
は
三
三
名
で
あ
っ

た
。
分
析
対
象
者
の
属
性
は
表
１
に
示
し
た
。

蠡
―
２

調
査
項
目

調
査
項
目
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
つ
目
は
、
施
設
職
員
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
介
護
目
標
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

質
問
項
目
で
あ
る
。
介
護
現
場
に
お
い
て
痴
呆

性
高
齢
者
に
対
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
介
護

項
目
全
四
九
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
の
程

度
と
重
要
性
の
認
識
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
二

つ
目
は
、
施
設
職
員
の
負
荷
の
程
度
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、
様
々
な
仕
事
上
の
負
荷
を
評

定
さ
せ
た
。
仕
事
上
の
負
荷
に
つ
い
て
は
全
二

四
項
目
で
構
成
し
た
。

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
項
目
に
つ
い

（
�
）〜（
�
）

て
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
作
成
し
、
以
下
の

五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
た
。

表 1 分析対象者の属性

全 体

（N＝64）

％

29.7
68.8
1.6

51.6
14.1
31.3
3.1

43.8
1.6
4.7
18.8
23.4
6.3
1.6

38.9歳（23～63歳）
2名

6.9年（1～24年）
6名

14年度修了者

（N＝31）

％

29.0
67.7
3.2

48.4
19.4
25.8
6.5

48.4
3.2
3.2
9.7
29.0
6.5
0

38.8歳（23～58歳）
1名

7.7年（1～24年）
4名

13年度修了者

（N＝33）

％

30.3
69.7
0

54.5
9.1
36.4
0

39.4
0

6.1
27.3
18.2
6.1
3.0

39.1歳（24～64歳）
1名

6.2年（1～15年）
2名

性別 男
女

無回答

所属先
GH
老健
特養

無回答

職種
介護職員
看護師

介護支援専門員
サービス計画担当者

管理者（GH）
生活相談員

無回答

平均年齢
無回答

痴呆介護経験年数
無回答
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（
１
）
生
活
空
間
に
関
す
る
問
題
（
病
院
の
よ
う
な
作
り
を
改
善
、
ト
イ
レ
や
居
室
の
場
所
が
わ
か
り
や
す
い
、
自
由
に
利
用
で
き
る
屋

外
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
、
を
含
む
一
〇
項
目
）

（
２
）
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
に
関
す
る
問
題
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
な
ど
の
支
援
を
必
要
な
と
き
に
受
け
ら
れ
る
な
ど
九
項
目
）

（
３
）
生
活
上
の
配
慮
す
べ
き
問
題
（
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
、
生
活
習
慣
の
理
解
、
使
い
慣
れ
た
私
物
を
施
設
に
持
ち
込
め

る
、
を
含
む
七
項
目
）

（
４
）
新
入
所
者
の
施
設
へ
の
適
応
の
支
援
（
他
の
利
用
者
と
交
流
を
持
て
る
こ
と
、
家
族
と
の
関
係
を
継
続
で
き
る
こ
と
、
職
員
と
の

関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
を
含
む
一
二
項
目
）

（
５
）
介
護
職
員
に
必
要
な
知
識
と
技
術
（
痴
呆
症
状
を
も
た
ら
す
疾
病
の
理
解
、
権
利
擁
護
な
ど
法
知
識
が
あ
る
、
痴
呆
性
高
齢
者
の

気
持
ち
の
理
解
、
生
活
歴
を
知
る
こ
と
、
体
調
の
変
化
を
日
頃
か
ら
観
察
す
る
こ
と
、
を
含
む
一
一
項
目
）

（
�
）

個
別
ケ
ア
と
い
っ
て
も
、
介
護
の
目
的
は
基
本
的
に
は
障
害
や
痴
呆
の
有
無
や
程
度
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
調

査
に
お
け
る
四
九
項
目
は
痴
呆
の
な
い
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
と
通
じ
る
介
護
項
目
が
多
く
を
占
め
る
。
し
か
し
、
介
護
の
目
的
は
障
害
や

痴
呆
の
有
無
や
程
度
に
左
右
さ
れ
な
い
と
し
て
も
痴
呆
性
高
齢
者
は
認
知
力
や
記
憶
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
痴
呆
の
な
い
高
齢
者
に
比

（
�
）

較
し
配
慮
が
必
要
な
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
、
介
護
項
目
全
四
九
項
目
の
う
ち
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
不
安
の
除
去
と
、
彼
ら

の
意
思
や
気
持
ち
の
理
解
を
特
に
配
慮
す
べ
き
事
柄
と
考
え
、「
ト
イ
レ
や
居
室
の
場
所
が
わ
か
り
や
す
い
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
生
活
歴

を
知
る
こ
と
」
な
ど
一
四
項
目
を
痴
呆
性
高
齢
者
特
有
の
介
護
項
目
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
前
述
の
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
続
く

（

）
内
に
示
し
た
。
五
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、「
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
に
関
す
る
問
題
」
に
つ
い
て
は
痴
呆
性
高
齢
者
特
有
の

介
護
項
目
は
含
ん
で
い
な
い
。

各
項
目
に
つ
い
て
、
実
現
で
き
て
い
る
場
合
は
○
印
、
実
現
が
十
分
で
は
な
い
場
合
は
△
印
を
記
入
さ
せ
た
。
重
要
性
の
認
識
に
つ
い
て

は
実
現
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
お
い
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
項
目
に
関
し
て
、
項
目
群
の
中
で
三
つ
ず
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つ
選
択
さ
せ
た
。

仕
事
上
の
負
荷
項
目
は
、
本
調
査
に
先
立
っ
て
特
養
で
痴
呆
性
高
齢
者
に
携
わ
っ
て
い
る
介
護
職
員
八
名
と
生
活
相
談
員
一
名
に
対
し
て

実
施
し
た
、
日
頃
業
務
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
負
荷
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
を
参
考
に
し
た
。
回

答
方
法
は
、「
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」
を
１
、「
非
常
に
そ
う
思
う
」
を
５
と
し
た
五
段
階
評
定
法
を
用
い
た
。

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
介
護
項
目
に
つ
い
て
は
表
２
、
仕
事
上
の
負
荷
項
目
に
つ
い
て
は
表
３
を
参
照
さ
れ
た

い
。

蠡
―
３

分
析
方
法

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
項
目
全
四
九
項
目
に
つ
い
て
、
実
現
し
て
い
る
と
し
た
回
答
の
割
合
を
実
現
率
と
し
、
そ
の
実
現
率
か
ら

介
護
現
場
の
現
状
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
質
問
項
目
の
各
項
目
群
で
重
要
で
あ
る
と
し
た
回
答
の
割
合
を
重
要
性
の
認
識
率
と
し
、
そ
の

認
識
率
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
現
率
が
低
い
項
目
を
抽
出
し
た
。

痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
関
す
る
仕
事
上
の
負
荷
二
四
項
目
に
つ
い
て
は
、
因
子
分
析
に
よ
っ
て
仕
事
上
の
負
荷
因
子
を
抽
出
し
、
重
要
性

の
認
識
は
高
い
が
実
現
困
難
な
介
護
項
目
の
実
現
率
と
の
関
連
を
調
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
両
者
の
関
連
性
か
ら
実
現
困
難
な
介
護
の
阻
害

要
因
を
分
析
し
た
。

蠱

結

果

蠱
―
１

分
析
対
象
者
の
属
性

分
析
対
象
者
の
属
性
は
表
１
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
四
年
度
修
了
者
は
研
修
終
了
時
、
一
三
年
度
修
了
者
は
研
修
終
了
一
年
が
経

―１２１―
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過
し
た
時
点
で
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
両
者
に
は
研
修
後
の
経
験
差
や
調
査
方
法
が
郵
送
と
集
合
と
い
う
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
回
答
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
両
群
の
属
性
と
回
答
に
差
が
見
ら
れ
る
の
か
確
認
し
た
。

属
性
に
つ
い
て
両
群
を
比
較
し
た
結
果
、
年
齢
や
性
別
、
痴
呆
介
護
経
験
年
数
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
項
目
四
九
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
と
重
要
性
の
認
識
に
対
す
る
両
群
間
の
回
答
の
割
合
を
一
項
目
ず

つ
確
認
し
た
。
各
項
目
に
つ
い
て
「
実
現
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
割
合
で
両
群
間
の
差
が
一
〇
％
を
超
え
る
の
は
六
項
目
あ
り
、
い
ず

れ
も
一
三
年
度
修
了
者
の
実
現
率
の
方
が
実
現
率
が
高
か
っ
た
。
六
項
目
は
、「
他
の
利
用
者
と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
」（
一
〇
・

九
％
）、「
家
族
と
の
関
係
を
継
続
で
き
る
こ
と
」（
一
一
・
〇
％
）
と
い
っ
た
他
者
と
の
関
係
性
を
促
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
事
柄
や
「
必

要
な
日
常
生
活
補
助
具
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
」（
一
二
・
七
％
）、「
適
切
な
介
護
が
安
全
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
」（
一
一
・
三
％
）
と
い
っ

た
基
本
的
な
介
護
に
関
す
る
事
柄
、「
生
活
習
慣
の
理
解
」（
一
〇
・
九
％
）、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
理
解
」（
一
二
・
五
％
）
と
い

っ
た
利
用
者
個
人
の
理
解
に
関
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
重
要
性
の
認
識
率
に
関
し
て
、
回
答
の
割
合
に
一
〇
％
以
上
の
差
が
あ
っ
た
の
は
、

「
家
庭
に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」（
一
五
・
六
％
）、「
利
用
者
に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」（
一
一
・
〇
％
）
の
二
項
目
で
、
こ
れ
ら

も
一
三
年
度
修
了
者
の
認
識
率
の
方
が
高
か
っ
た
。
一
三
年
度
修
了
者
の
調
査
が
研
修
終
了
一
年
を
経
過
し
た
時
点
で
あ
っ
た
た
め
、
各
施

設
に
お
け
る
そ
の
研
修
成
果
が
実
現
率
や
認
識
率
の
差
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。

仕
事
上
の
負
荷
に
つ
い
て
も
、
後
述
の
因
子
分
析
に
よ
っ
て
抽
出
さ
れ
た
五
因
子
を
一
三
年
度
と
一
四
年
度
修
了
者
間
で
比
較
し
た
。
因

子
毎
の
平
均
評
定
値
を
比
較
し
た
結
果
、
い
ず
れ
の
因
子
も
有
意
差
（
ｔ
検
定
）
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
三
年
度
と
一
四
年
度
の
修
了
者
の
間
で
属
性
と
仕
事
上
の
負
荷
に
差
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
痴
呆
性
高
齢
者
に
必
要
と
考
え
ら

れ
る
介
護
項
目
に
お
け
る
実
現
率
と
重
要
性
の
認
識
率
に
つ
い
て
、
両
群
間
で
差
が
最
も
大
き
い
も
の
で
一
五
％
程
度
で
あ
り
、
本
研
究
の

目
的
で
あ
る
施
設
職
員
が
認
識
す
る
介
護
目
標
等
と
そ
の
実
現
を
困
難
に
し
て
い
る
要
因
の
分
析
に
両
群
間
の
差
が
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考

え
に
く
い
た
め
、
両
群
を
区
別
せ
ず
合
わ
せ
て
後
の
分
析
を
行
っ
た
。
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介
護
現
場
の
現
状
と
課
題

痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
介
護
全
四
九
項
目
の
実
現
率
と
重
要
性
の
認
識
率
を
表
２
に
示
し
た
。
全
体
を
通
し
て
実

現
率
が
七
〇
％
を
超
え
る
項
目
は
、「
他
の
利
用
者
と
交
流
を
持
て
る
こ
と
」、「
家
族
の
面
会
が
あ
る
こ
と
」、「
体
調
の
変
化
を
日
頃
か
ら

観
察
す
る
こ
と
」、「
急
変
時
の
対
応
」、「
家
族
と
の
関
係
を
継
続
で
き
る
こ
と
」、「
職
員
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
」、「
他
の
利
用
者

と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
」
の
七
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
入
所
し
て
い
る
痴
呆
性
高
齢
者
（
以
下
、
利
用
者
）
の
人
間
関
係

や
交
流
に
関
す
る
事
柄
や
健
康
管
理
に
関
す
る
項
目
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
他
の
利
用
者
と
交
流
を
持
て
る
こ
と
」、「
家
族
と
の
関
係
を
継

続
で
き
る
こ
と
」、「
職
員
と
の
関
係
が
良
好
で
あ
る
こ
と
」
は
人
間
関
係
や
交
流
の
良
好
さ
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
施
設
に
お
い
て
な
じ

（
�
）（
�
）

み
の
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
は
利
用
者
の
精
神
的
安
定
に
繋
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
者
は
認
知
力
の
低
下
の
た
め
、
体
調
の

（
�
）

不
調
を
自
ら
訴
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
利
用
者
の
体
調
の
変
化
や
管
理
に
は
特
に
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
人
間
関
係

や
交
流
の
良
好
さ
に
関
す
る
三
項
目
と
「
体
調
の
変
化
を
日
頃
か
ら
観
察
す
る
」
を
含
め
た
四
項
目
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
て
特
に
配

慮
が
必
要
な
介
護
項
目
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
介
護
現
場
に
お
い
て
概
ね
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

逆
に
、
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
と
低
か
っ
た
項
目
は
一
一
項
目
で
あ
っ
た
。
五
つ
の
項
目
群
の
う
ち
、
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
の
項
目
が

最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
介
護
職
員
に
必
要
な
知
識
・
技
術
」
の
項
目
群
で
、
一
一
項
目
の
う
ち
「
法
制
度
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
」、「
自

己
覚
知
を
す
る
こ
と
」、「
痴
呆
症
状
を
も
た
ら
す
疾
病
の
理
解
」、「
介
護
技
術
の
向
上
」
の
四
項
目
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
介
護
職
員
の

専
門
性
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。
こ
の
四
項
目
の
う
ち
、「
痴
呆
症
状
を
も
た
ら
す
疾
病
の
理
解
」
は
、
痴
呆
症
状
の
進
行
の
見
通
し
や
、

（
�
）（
�
）

今
後
の
対
応
を
考
え
る
上
で
は
必
要
な
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、「
法
制
度
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
」
は
、
痴
呆
症
状
が
あ
る
が
故
に
冒
さ
れ

（
�
）（
�
）

や
す
い
利
用
者
の
権
利
を
守
る
た
め
に
必
要
な
知
識
で
あ
り
、
こ
の
二
項
目
は
特
に
配
慮
が
必
要
な
項
目
と
し
て
挙
げ
た
項
目
で
あ
る
が
、

介
護
職
員
の
実
現
の
程
度
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

実
現
率
が
最
も
低
か
っ
た
項
目
は
、「
新
入
所
者
の
施
設
へ
の
適
応
の
支
援
」
に
関
す
る
項
目
群
の
「
地
域
で
生
活
し
て
い
た
頃
の
活
動
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表 2 痴呆性高齢者に対して必要であると考えられる介護項目に対する回答率（％）

重要である

全体

64

15.6

59.4

45.3

37.5

4.7
37.5

35.9

20.3
31.3
9.4

34.4

9.4

67.2

50.0

14.1

6.3
1.6
70.3

43.8

14.1

45.3
76.6

70.3

43.8

18.8

28.1

特養

20

10.0

85.0

45.0

40.0

0
30.0

50.0

15.0
30.0
0

30.0

15.0

60.0

50.0

5.0

10.0
5.0
80.0

45.0

20.0

60.0
60.0

80.0

45.0

15.0

20.0

老健

9

33.3

55.6

66.7

44.4

0
22.2

33.3

0
33.3
11.1

22.2

0

77.8

55.6

33.3

11.1
0

66.7

33.3

11.1

33.3
66.7

77.8

66.7

11.1

33.3

GH

33

15.2

48.5

39.4

33.3

9.1
42.4

27.3

30.3
30.3
15.2

39.4

9.1

66.7

48.5

15.2

3.0
0

63.6

48.5

12.1

39.4
87.9

63.6

36.4

24.2

30.3

実現されている

全体

64

25.0

45.3

42.2

57.8

48.4
70.3

48.4

57.8
26.6
51.6

46.9

62.5

34.4

62.5

54.7

65.6
75.0
57.8

79.7

57.8

60.9
45.3

35.9

26.6

17.2

53.1

特養

20

0

10.0

10.0

45.0

35.0
65.0

10.0

10.0
10.0
35.0

15.0

60.0

15.0

45.0

50.0

65.0
40.0
45.0

80.0

45.0

60.0
40.0

30.0

5.0

0

15.0

老健

9

11.1

0

22.2

22.2

44.4
55.6

33.3

11.1
22.2
44.4

0

55.6

22.2

55.6

88.9

77.8
88.9
55.6

77.8

66.7

44.4
44.4

11.1

0

0

22.2

GH

33

42.4

75.8

69.7

72.7

54.5
78.8

72.7

97.0
36.4
60.6

78.8

66.7

48.5

72.7

48.5

63.6
90.9
66.7

78.8

63.6

69.7
51.5

48.5

48.5

30.3

84.8

施設の種類

分析対象者数

痴呆性高齢者（利用者）の生活空間について
1 同じ形の部屋が並んだ病院のような作りを改善す
ること

2 生活感のない大食堂のような不必要な空間を取り
除き、日常の家庭生活に近い生活空間を作り出す
こと

3 利用者自身の好みで、居室空間をレイアウトでき
ること

4 トイレの場所や自分の居室の場所が、わかりやす
いこと

5 利用者の居室が、職員の詰め所に近いこと
6 他の利用者と過ごすスペース（セミパブリックス
ペース）があること

7 一人で過ごすスペース（プライベートスペース）
があること

8 居室は個室であること
9 自由に利用できる屋外スペースがあること
10 フロアや居室で、生活に適した照明や採光ができ
ていること

日常生活動作（ADL）・手段的日常生活動作（IADL）
支援について
1 ADL や IADL（手段的日常生活動作）に関する
支援が、必要な時に受けらること

2 施設外部との通信・連絡の手段が、確保されてい
ること

3 利用者自身が、少しでも身の回りのことが自分で
出来るという自信を持てること

4 利用者が介護を受ける時に、職員が親身な態度で
あること

5 リハビリなど、機能回復に向けての活動の機会が
あること

6 必要な日常生活補助具がそろっていること
7 廊下や居室に通行の妨げとなるものがないこと
8 その人にあった介護方法で、介護を安全に受けら
れること

9 事故や体調急変時などに、適切な対応をしてもら
えること

痴呆性高齢者（利用者）の生活全般にわたって配慮す
ること
1 ついたてや扉等を使用し、生活空間において利用
者個人のプライバシーを保護すること

2 職員が利用者個人のプライバシーを尊重すること
3 日常のケアの場面で利用者の意思や選択を尊重す
ること

4 職員が利用者個々人の生活習慣を理解し、尊重す
ること

5 利用者が日常生活で行ってきた家事や活動を継続
できる設備が、整っていること

6 利用者の希望を反映させて、入浴や食事の時間を
決めること

7 利用者が使い慣れた家具や私物を、施設に持ち込
むことができること

痴
呆
性
（
認
知
症
）
高
齢
者
介
護
現
場
の
現
状
と
課
題
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重要である

全体

64

18.8

31.3

28.1

35.9
17.2
26.6
9.4
29.7

39.1
10.9
7.8

43.8

20.3
15.6
57.8

18.8

54.7

7.8
10.9
3.1

46.9

21.9
39.1

※特に痴呆性高齢者に配慮が必要な介護項目 14項目についてはゴシック体で示した

特養

20

15.0

30.0

30.0

35.0
15.0
35.0
0

30.0

25.0
15.0
10.0

60.0

5.0
20.0
45.0

20.0

45.0

5.0
10.0
5.0

55.0

40.0
35.0

老健

9

22.2

44.4

33.3

44.4
0

11.1
22.2
55.6

33.3
0

11.1

22.2

22.2
22.2
66.7

22.2

55.6

22.2
0
0

55.6

22.2
11.1

GH

33

21.2

27.3

24.2

36.4
24.2
24.2
12.1
21.2

45.5
12.1
6.1

42.4

27.3
12.1
63.6

12.1

63.6

6.1
15.2
3.0

42.4

9.1
48.5

実現されている

全体

64

51.6

26.6

45.3

45.3
35.9
87.5
10.9
21.9

76.6
87.5
50.0

73.4

26.2
20.3
54.7

65.6

40.6

26.6
51.6
15.6

32.8

37.5
81.3

特養

20

25.0

10.0

25.0

35.0
20.0
80.0
10.0
15.0

60.0
85.5
20.0

65.0

20.0
10.0
45.0

50.0

35.0

25.0
45.0
20.0

5.0

30.0
75.0

老健

9

33.3

0

33.3

22.2
11.1
88.9
0

22.2

66.7
77.8
22.2

44.4

11.1
0

22.2

77.8

0

44.4
22.2
11.1

11.1

22.2
77.8

GH

33

72.7

45.5

63.6

60.6
51.5
90.9
15.2
27.3

87.9
90.9
78.8

84.8

36.4
30.3
66.7

72.7

54.5

24.2
60.6
15.2

54.5

45.5
87.9

施設の種類

分析対象者数

新入所の痴呆性高齢者（利用者）が生活に馴染むため
に必要な支援
1 ADL や IADL（手段的日常生活動作）に関する
支援が、必要な時に受けらること

2 利用者自身が、人の役に立っているという自己有
用感を得られること

3 利用者自身が、少しでも身の回りのことを自分で
出来るという自信をもてること

4 希望を表出する機会が、確保されていること
5 希望がかなえられる見通しがあること
6 他の利用者と交流を持つことができること
7 地域で生活していた頃の活動に参加できること
8 地域で生活していた頃の人間関係を、継続させる
ことができること

9 家族との関係を継続させることができること
10 家族の面会があること
11 居室空間を、利用者自身の好みにレイアウトでき
ること

12 職員との関係が良好であること

痴呆性高齢者（利用者）を介護する職員に必要な知識
と技術
1 痴呆症状をもたらす疾病について理解すること
2 職員自身が、自己覚知をすること
3 痴呆性高齢者を一人の人間として、尊重する視点
を持つこと

4 チームメンバーが、利用者についての情報を共有
化すること

5 周辺症状として現れる、痴呆性高齢者の気持ちや
訴えようとすることを理解すること

6 介護技術を向上させること
7 痴呆性高齢者の家族と良好な関係を作ること
8 権利擁護事業など、痴呆性高齢者の人権を守る法
制度に関する知識があること

9 痴呆性高齢者とじっくり関わる時間を、十分取る
こと

10 痴呆性高齢者の生活歴を知ること
11 痴呆性高齢者の体調の変化を、日頃からよく観察
すること
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に
参
加
で
き
る
こ
と
」
で
一
〇
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。「
地
域
で
生
活
し
て
い
た
頃
の
人
間
関
係
を
、
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」

の
実
現
率
も
二
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
項
目
は
、
地
域
と
の
関
係
の
継
続
性
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
こ
の
項
目
群
で
は
他
に

「
利
用
者
に
自
己
有
用
感
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
の
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
。

他
の
項
目
群
の
回
答
に
着
目
し
て
み
る
と
、「
生
活
上
の
配
慮
す
べ
き
問
題
」
に
関
す
る
項
目
群
で
、
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
と
低
か
っ

た
の
は
「
希
望
に
よ
っ
て
入
浴
や
食
事
の
時
間
を
決
め
る
こ
と
」
や
「
日
常
生
活
で
行
っ
て
き
た
事
柄
を
継
続
で
き
る
設
備
が
整
っ
て
い
る

こ
と
」
の
二
項
目
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
利
用
者
の
意
思
を
尊
重
し
生
活
の
継
続
性
を
支
援
す
る
項
目
で
あ
る
。

生
活
空
間
に
関
す
る
項
目
群
で
は
、「
病
院
の
よ
う
な
作
り
の
改
善
」
や
「
自
由
に
利
用
で
き
る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
」
と
い
っ
た
二

項
目
の
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
と
低
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
施
設
の
構
造
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。「
病
院
の
よ
う
な
作
り
の
改
善
」
に
つ
い

て
は
、
長
く
て
単
調
な
廊
下
に
同
じ
よ
う
な
つ
く
り
の
部
屋
が
並
ぶ
と
い
っ
た
非
住
宅
的
な
環
境
は
利
用
者
の
混
乱
や
方
向
喪
失
を
招
く
と

（
�
）（
�
）

指
摘
さ
れ
、
利
用
者
に
安
心
感
を
提
供
す
る
た
め
に
は
物
理
的
な
環
境
の
改
善
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
屋
外
ス
ペ
ー
ス
は
施
設
の

収
容
的
な
雰
囲
気
か
ら
開
放
さ
れ
、
作
業
な
ど
で
身
体
を
動
か
し
た
り
、
自
然
の
中
に
は
痴
呆
性
高
齢
者
の
五
感
に
働
き
か
け
る
刺
激
が
多

（
�
）

く
そ
の
効
用
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
二
項
目
と
も
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
て
特
に
配
慮
が
必
要
な
介
護
項
目
と
し
て
挙
げ
た
項
目

で
あ
る
。

「
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
に
関
す
る
問
題
」
に
は
実
現
率
が
三
〇
％
以
下
と
低
か
っ
た
項
目
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
全
般
的
に
見
る

と
他
の
項
目
群
に
比
べ
て
こ
の
項
目
群
は
比
較
的
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

全
四
九
項
目
の
う
ち
、
特
に
実
現
率
の
低
か
っ
た
地
域
と
の
関
係
に
関
わ
る
項
目
と
介
護
知
識
・
技
術
に
関
す
る
四
項
目
に
関
し
て
施
設

職
員
は
重
要
と
考
え
て
い
る
の
か
、
重
要
性
の
認
識
率
を
確
認
し
た
。
地
域
で
生
活
し
て
い
た
頃
の
人
間
関
係
の
継
続
に
関
す
る
項
目
の
重

要
性
の
認
識
率
は
二
九
・
七
％
で
あ
っ
た
が
、
他
の
五
項
目
は
概
ね
二
〇
％
以
下
で
、
重
要
性
の
認
識
も
低
か
っ
た
。

こ
う
し
た
実
現
率
が
施
設
の
種
類
に
よ
り
差
異
が
あ
る
の
か
、
同
じ
生
活
施
設
で
あ
る
特
養
と
Ｇ
Ｈ
の
間
で
比
較
し
た
。
実
現
率
に
お
よ

痴
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（
認
知
症
）
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そ
五
〇
％
以
上
の
差
が
見
ら
れ
た
項
目
は
一
〇
項
目
で
、
い
ず
れ
の
項
目
も
特
養
の
実
現
率
が
低
か
っ
た
。
一
〇
項
目
の
う
ち
四
項
目
が
生

活
空
間
に
関
す
る
項
目
で
あ
り
、
内
容
は
「
個
室
で
あ
る
こ
と
」、「
一
人
で
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
、
従
来
の
特
養
の
設
置

基
準
で
は
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
視
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
介
護
の
質
的
な
項
目
と
し
て
、「
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
を
必
要
な
時

に
受
け
ら
れ
る
こ
と
」、「
利
用
者
と
じ
っ
く
り
関
わ
る
時
間
を
と
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。
多
人
数
の
利
用
者
の
介
護
に
追
わ
れ
、
利
用

（
�
）

者
に
必
要
と
思
う
援
助
も
必
要
な
時
に
で
き
な
い
と
い
う
特
養
の
問
題
点
が
明
確
に
現
れ
た
結
果
と
い
え
る
。

一
方
、
重
要
性
の
認
識
率
が
五
〇
％
以
上
と
高
か
っ
た
項
目
は
全
四
九
項
目
の
う
ち
八
項
目
で
あ
っ
た
。「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊

重
」、「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
適
切
で
安
全
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
」、「
利
用
者
に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」、「
家
庭
生
活
に
近

い
生
活
空
間
つ
く
り
」、「
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
理
解
」、「
職
員
が
親
身
な
態

度
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
八
項
目
は
、
利
用
者
の
主
体
性
や
個
人
を
尊
重
し
、
自
立
、
自
助
及
び
安
全
や
生
活
の
継
続
性
を
保
障
す

（
�
）

る
と
い
っ
た
生
活
支
援
上
の
理
念
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
生
活
支
援
の
理
念
に
対
す
る
介
護
職
員
の
重
要
性
の
認
識
は
深
い
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
八
項
目
の
実
現
率
は
三
四
・
四
％
〜
六
二
・
五
％
の
間
に
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
実
現
率
が
五
〇
％
以
下
で
、
重
要
性
の
認
識
は

高
い
が
実
現
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
項
目
は
五
項
目
で
あ
っ
た
。
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
特
に
配
慮
が
必
要
な
項
目
で
あ
る
「
生
活

習
慣
の
理
解
」、「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
理
解
」
の
三
項
目
と
「
家
庭
生
活
に
近
い
生
活
空
間
つ

く
り
」、「
利
用
者
に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
者
の
個
人
と
し
て
の
理
解
、
利
用
者
の
選
択

の
尊
重
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
継
続
性
、
利
用
者
に
自
尊
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
個
別
ケ
ア
充
実
に
向
け
て
の
介
護

（
�
）〜（
�
）

目
標
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
た
。

蠱
―
３

介
護
目
標
の
実
現
に
影
響
を
与
え
る
仕
事
上
の
負
荷
要
因

仕
事
上
の
負
荷
二
四
項
目
に
つ
い
て
共
通
の
背
景
要
因
の
存
在
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、
主
因
子
法
に
よ
る
因
子
分
析
（
プ
ロ
マ
ッ
ク
ス
回
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表 3 痴呆性高齢者介護に対する施設全体に関わる問題の因子分析結果（プロマック
ス回転）

第 5因子
仕事の忙
しさ

－0.024

0.057

－0.134

－0.048

－0.002

0.063

0.059

0.025

－0.263

0.210

0.052

0.344

－0.047

－0.199

－0.014

－0.018

0.094

0.134

－0.151

0.331

－0.005

0.866

0.742

0.446

第 4因子
施設全体
の介護方
針・規範

－0.013

0.026

－0.038

－0.148

0.027

0.086

0.024

0.040

0.015

0.091

0.283

－0.160

0.085

0.437

－0.173

0.049

0.621

0.609

0.592

0.480

0.309

0.065

0.169

0.004

第 3因子
介護職員
の介護技
能

－0.061

0.075

0.155

0.154

0.186

－0.019

－0.255

0.168

0.221

0.041

－0.004

0.001

0.704

0.596

0.540

0.510

0.071

0.349

－0.395

0.070

0.186

－0.271

0.160

0.231

第 2因子
介護職員
の人間関
係

－0.107

－0.018

－0.106

0.369

－0.116

－0.025

0.215

0.218

0.803

0.702

0.439

0.385

0.365

0.147

0.431

－0.083

－0.044

0.065

0.190

0.013

－0.042

0.196

－0.456

0.429

第 1因子
家族・利
用者の理
解

0.849

0.777

0.700

0.688

0.444

0.408

0.384

0.267

－0.125

－0.034

0.112

0.232

－0.034

－0.057

0.030

0.223

－0.036

－0.096

0.276

－0.065

0.281

－0.163

0.170

－0.017

20 家族が利用者の介護方針などを、施設にまかせ
っきりにしている

21 現在の痴呆性高齢者の状態像に対して、家族の
理解が乏しい

18 入所理由が、主として、家族の事情によるもの
になっている

22 施設の介護体制に関して、家族の理解が乏しい

17 入所に対する利用者自身の目的理解が不十分で
ある

16 地域住民の痴呆性高齢者に対する理解がない

19 家族が施設に対して、過度な期待をしている

15 施設内で事故が起こった時の連絡体制が整って
いない

5 介護職員間の人間関係がうまくいっていない

6 管理職と介護職員の人間関係がうまくいってい
ない

12 施設側が過度の費用効果を期待している

2 介護職員と利用者の家族とのコミュニケーショ
ンが不足している

7 介護職員間で介護方針が統一されていない

8 介護職員が利用者の人権を尊重する意識が希薄
である

4 介護職員の介護技術が未熟である

23 ケアプランの作成、及びプランにそった介護が
提供できていない

11 利用者個人の生活活動を、必要以上に制約して
しまうことがある

9 施設に痴呆性高齢者のケアに対する全体的な方
針がなかったり、生かされていない

13 施設入所に適していない状態の利用者を入所さ
せている

10 施設では、痴呆性高齢者が安心して生活できる
住環境が整っていない

14 医療機関が、なかなか痴呆性高齢者の検査や入
院を受け入れてくれない

1 フロア内の介護職員の数が不足している

24 ケース記録など、記録物が多い

3 介護職員と利用者のコミュニケーションが不足
している

痴
呆
性
（
認
知
症
）
高
齢
者
介
護
現
場
の
現
状
と
課
題
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転
）
を
行
っ
た
結
果
、
固
有
値
一
以
上
で
七
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
七
因
子
の
う
ち
二
つ
の
因
子
で
一
つ
の
質
問
項
目
に
偏
っ
て
高
い
負
荷

量
を
示
し
た
た
め
因
子
数
を
五
に
指
定
し
、
再
度
因
子
分
析
を
行
っ
た
。
抽
出
さ
れ
た
因
子
は
、「
家
族
・
利
用
者
の
理
解
」、「
介
護
職
員

の
人
間
関
係
」、「
介
護
職
員
の
介
護
技
能
」、「
施
設
全
体
の
介
護
方
針
・
規
範
」、「
仕
事
の
忙
し
さ
」
と
考
え
ら
れ
た
（
表
３
）。

こ
う
し
た
仕
事
上
の
負
荷
因
子
が
五
つ
の
介
護
目
標
、
す
な
わ
ち
「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
」、「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
利
用
者

に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」、「
家
庭
生
活
に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
理
解
」
を
実
現
す
る
上
で
の
困

難
さ
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
分
析
し
た
。
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護
目
標
に
つ
い
て
、
実
現
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
人
を
実
現
群
、
実

現
が
十
分
で
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
人
を
非
実
現
群
と
し
た
。
そ
し
て
、
因
子
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
五
つ
の
負
荷
因
子
そ
れ
ぞ
れ
に

所
属
す
る
項
目
、
例
え
ば
第
一
因
子
で
は
「
家
族
が
利
用
者
の
介
護
方
針
を
施
設
に
ま
か
せ
て
い
る
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
状
態
像
に
つ
い

て
家
族
の
理
解
が
乏
し
い
」
な
ど
六
項
目
の
評
定
値
の
平
均
を
求
め
、
こ
れ
が
、
実
現
群
と
非
実
現
群
で
統
計
的
に
異
な
っ
て
い
る
か
ｔ
検

定
に
よ
っ
て
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
は
表
４
に
示
し
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
負
荷
因
子
で
も
、
非
実
現
群
の
平
均
評
定
値
の
方
が
高
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
仕
事
上
の
負
荷
を
強
く
感
じ
て
い
る
群
で
は
、
五
つ
の
介
護
目
標
の
実
現
が
困
難
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
仕
事
上
の
負
荷
の
認
識
の
強
さ
が
、
介
護
目
標
の
実
現
率
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
、
非
実
現
群
の
平
均
評
定
値
が

実
現
群
に
比
べ
有
意
に
高
く
（p＜

.05

）、
両
群
の
評
定
値
の
差
が
大
き
い
、
す
な
わ
ち
〇
・
六
〇
以
上
の
差
の
あ
る
介
護
目
標
に
着
目

し
、
そ
の
目
標
の
阻
害
要
因
を
分
析
し
た
。

実
現
群
と
非
実
現
群
を
区
別
せ
ず
全
体
的
に
見
る
と
、
職
員
が
最
も
負
荷
を
強
く
感
じ
て
い
る
の
は
、
家
族
や
利
用
者
の
施
設
介
護
に
関

す
る
理
解
不
足
を
示
す
「
家
族
・
利
用
者
の
理
解
」
で
あ
り
、
全
体
の
平
均
評
定
値
は
三
・
一
五
で
、「
そ
う
思
う
」
と
「
か
な
り
そ
う
思

う
」
の
間
に
位
置
し
て
い
た
（
図
１
）。
し
か
し
、
こ
の
負
荷
因
子
に
お
い
て
非
実
現
群
の
平
均
評
定
値
が
高
く
、
実
現
群
と
の
間
で
差
が

大
き
か
っ
た
介
護
目
標
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
負
荷
因
子
と
介
護
目
標
の
実
現
率
と
の
関
連
性
は
弱
い
と
考
え
ら
れ
た
。
逆
に
、
最
も
負
荷
の

認
識
が
低
か
っ
た
の
は
、
上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
に
関
す
る
「
介
護
職
員
の
人
間
関
係
」
で
、
全
体
の
平
均
評
定
値
は
二
・
四
八
で
、
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表 4 介護目標の実現群・非実現群における仕事上の負荷因子別の平均評定値

第 5因子
「仕事の忙しさ」

P

*

**

n.s.

***

**

t 検定：df＝62 *** : P＜.001 ** : P＜.01 * : P＜.05

t 値

2.278

2.706

0.546

5.266

3.091

差

0.55

0.65

0.13

1.07

0.71

平均
評定値

2.69
3.25

2.62
3.27

2.98
3.11

2.46
3.53

2.63
3.34

第 4因子
「施設全体の介護方針・規範」

P

***

**

n.s.

***

**

t 値

4.389

3.213

1.723

4.364

2.981

差

0.80

0.63

0.35

0.75

0.57

平均
評定値

2.23
3.03

2.33
2.96

2.55
2.90

2.31
3.06

2.40
2.97

第 3因子
「介護職員の介護技能」

P

**

***

n.s.

**

***

t 値

3.157

3.773

1.541

3.153

4.569

差

0.53

0.57

0.26

0.52

0.67

平均
評定値

2.51
3.04

2.48
3.05

2.71
2.97

2.58
3.10

2.45
3.13

第 2因子
「介護職員の人間関係」

P

**

**

＊

***

**

t 値

3.445

2.896

2.285

4.684

2.881

差

0.68

0.59

0.46

0.84

0.57

平均
評定値

2.04
2.72

2.09
2.68

2.23
2.69

2.03
2.87

2.14
2.71

第 1因子
「家族・利用者の理解」

P

**

n.s.

n.s.

＊

＊

t 値

2.786

1.946

0.881

2.072

2.034

差

0.50

0.36

0.16

0.36

0.34

平均
評定値

2.83
3.33

2.92
3.27

3.06
3.22

2.94
3.31

2.94
3.30

実 現 群
非実現群

実 現 群
非実現群

実 現 群
非実現群

実 現 群
非実現群

実 現 群
非実現群

職員が利用者の個々人の生
活習慣を理解し、尊重する
こと

利用者自身が少しでも、身
の回りのことを自分で出来
るという自信を持てること

日常のケアの場面で利用者
の意志や選択を尊重するこ
と

生活感のない大食堂のよう
な不必要な空間を取り除
き、日常の家庭生活に近い
生活空間を作り出すこと

周辺症状として現れる、痴
呆性高齢者の気持ちや訴え
ようとすることを理解する

痴 呆 性 （ 認 知 症 ） 高 齢 者 介 護 現 場 の 現 状 と 課 題
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「
そ
う
思
う
」
と
「
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
」
の
中
間
に
位
置
し
て
い

た
。
し
か
し
、「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
家
庭
に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」

と
い
っ
た
介
護
目
標
に
つ
い
て
は
、
非
実
現
群
の
方
の
平
均
評
定
値
が
高

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
間
関
係
に
関
す
る
負
荷
因
子
は
そ
の
認
識
が
十
分

で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
に
「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
家
庭
に
近
い

生
活
空
間
つ
く
り
」
と
い
っ
た
介
護
目
標
の
実
現
率
の
低
下
に
関
連
す
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

五
つ
の
介
護
目
標
の
実
現
群
・
非
実
現
群
間
で
平
均
評
価
値
に
最
も
差

が
見
ら
れ
た
の
は
、「
仕
事
の
忙
し
さ
」
を
示
す
負
荷
に
お
け
る
、「
家
庭

に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」
で
あ
り
、
差
は
一
・
〇
七
で
あ
っ
た
。「
仕

事
の
忙
し
さ
」
を
示
す
負
荷
に
お
い
て
両
群
間
で
平
均
評
定
値
に
差
が
見

ら
れ
た
他
の
介
護
目
標
は
「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
理
解
」
と
「
利

用
者
に
自
信
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

実
現
群
と
非
実
現
群
間
で
平
均
評
定
値
に
差
が
見
ら
れ
た
介
護
目
標
が

最
も
多
か
っ
た
負
荷
は
、「
施
設
全
体
の
介
護
方
針
・
規
範
」
と
「
仕
事

の
忙
し
さ
」
で
、
い
ず
れ
も
三
項
目
ず
つ
で
あ
っ
た
。「
施
設
全
体
の
介

護
方
針
・
規
範
」
に
お
い
て
差
が
見
ら
れ
た
介
護
目
標
は
、「
生
活
習
慣

の
理
解
」、「
家
庭
に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」、「
利
用
者
に
自
信
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
」
で
あ
っ
た
。「
仕
事
の
忙
し
さ
」
に
お
い
て
差
が
見
ら

図 1 仕事上の負荷因子の平均評定値
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れ
た
介
護
目
標
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
継
続
性
や
職
員
の
利
用
者
に
対
す
る
理
解
、
利
用
者
の
自
尊
心

の
保
持
に
対
す
る
支
援
を
示
す
介
護
目
標
で
、
施
設
全
体
に
関
わ
る
介
護
方
針
の
問
題
や
仕
事
の
忙
し
さ
に
関
す
る
問
題
が
、
個
別
ケ
ア
の

実
現
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

他
に
「
介
護
職
員
の
介
護
技
能
」
を
示
す
負
荷
に
つ
い
て
両
群
間
の
平
均
評
定
値
に
差
が
見
ら
れ
た
介
護
目
標
は
、「
痴
呆
性
高
齢
者
の

気
持
ち
の
理
解
」
の
一
項
目
で
あ
っ
た
。「
介
護
職
員
の
人
間
関
係
」
の
負
荷
は
前
述
の
よ
う
に
「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
家
庭
に
近
い
生

活
空
間
つ
く
り
」
と
い
っ
た
二
つ
の
介
護
目
標
で
差
が
見
ら
れ
た
。

仕
事
上
の
負
荷
因
子
が
実
現
率
の
低
下
に
最
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
た
介
護
目
標
は
「
家
庭
に
近
い
生
活
空
間
作
り
」
で
あ
っ
た
。

「
仕
事
の
忙
し
さ
」、「
介
護
職
員
の
人
間
関
係
」、「
施
設
全
体
の
介
護
方
針
・
規
範
」
の
三
つ
の
負
荷
因
子
で
非
実
現
群
の
平
均
評
定
値
が

実
現
群
に
比
べ
て
高
く
、
実
現
群
と
の
間
で
差
が
大
き
か
っ
た
。
逆
に
、
介
護
目
標
の
「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
」
は
、
い
ず
れ
の

負
荷
因
子
に
お
い
て
実
現
群
・
非
実
現
群
間
の
平
均
評
定
値
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
介
護
目
標
の
実
現
率
と
五

つ
の
負
荷
の
関
連
性
は
弱
い
と
考
え
ら
れ
た
。

蠶

考

察

蠶
―
１

介
護
現
場
の
現
状
と
課
題

本
研
究
で
は
分
析
対
象
者
が
六
四
名
と
少
な
く
、
わ
が
国
の
介
護
施
設
全
体
の
現
状
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
の

職
員
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
た
め
、
全
施
設
を
含
め
た
集
計
結
果
で
は
居
室
環
境
等
の
項
目
に
Ｇ
Ｈ
の
特
性
が
強
く
現
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
以
下
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

介
護
現
場
の
現
状
を
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
し
て
必
要
と
考
え
ら
れ
る
介
護
項
目
の
五
つ
の
項
目
群
毎
に
ま
と
め
た
結
果
、
利
用
者
の
基
本
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的
な
生
活
支
援
に
関
わ
る
問
題
、
介
護
職
員
に
関
わ
る
問
題
、
施
設
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
た
。

一
つ
目
の
利
用
者
の
基
本
的
な
生
活
支
援
に
関
す
る
問
題
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
と
、
新
入
所
者
の
施
設
へ
の
適
応
の
支
援
に

関
す
る
事
項
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
実
現
率
が
三
〇
％
に
満
た
な
い
項
目
は
存
在
せ
ず
、
他
の
項
目
群
に
比

べ
る
と
比
較
的
実
現
率
が
高
か
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
は
介
護
職
員
の
基
本
的
な
役
割
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
項
目
群
の
う
ち
、「
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
支
援
を
必
要
な
時
に
受
け
ら
れ
る
こ
と
」
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
利
用
者
の

生
活
手
段
の
確
保
、
つ
ま
り
生
存
権
を
保
障
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
項
目
の
実
現
率
が
五
〇
％
以
下
と
い
う
こ
と
は
、
介
護
現
場
で

は
人
と
し
て
の
基
本
的
権
利
の
保
障
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

新
入
所
者
の
施
設
へ
の
適
応
の
支
援
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
重
要
性
の
認
識
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
項
目
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

介
護
現
場
で
は
、
入
所
当
初
の
段
階
に
お
い
て
特
に
意
識
し
て
行
う
べ
き
支
援
内
容
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
た
。

（
�
）

特
養
入
所
者
の
適
応
を
規
定
す
る
要
因
の
一
つ
は
、
対
人
場
面
で
自
信
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
調
査
結
果
で

も
、
利
用
者
と
介
護
職
員
、
家
族
、
他
利
用
者
な
ど
他
者
と
の
人
間
関
係
に
関
す
る
項
目
の
重
要
性
の
認
識
率
が
概
ね
三
〇
％
を
超
え
、
利

用
者
の
生
活
適
応
に
対
す
る
人
間
関
係
の
良
好
さ
の
重
要
性
は
、
比
較
的
施
設
職
員
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
実
現
率
も
七
〇
％
を
超
え
て
い

た
。
特
に
痴
呆
性
高
齢
者
の
精
神
的
安
定
を
図
る
上
で
は
な
じ
み
の
関
係
の
形
成
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
人
間
関
係
の
良
好
さ
に
関

す
る
項
目
の
実
現
率
の
高
さ
か
ら
、
介
護
現
場
に
お
け
る
な
じ
み
の
関
係
作
り
に
関
し
て
の
取
り
組
み
は
概
ね
実
現
さ
れ
て
い
る
現
状
が
う

か
が
え
た
。

二
つ
目
の
介
護
職
員
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
専
門
的
知
識
や
能
力
に
関
す
る
事
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
処
遇
理
念
（
介
護
哲
学
）
や
専
門

（
�
）

的
知
識
、
専
門
的
技
術
は
、
介
護
福
祉
士
の
専
門
性
の
基
本
的
属
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
調
査
で
は
介
護
に
関
す
る
法
制
度
や
疾
病
と
い

っ
た
専
門
的
知
識
や
対
人
援
助
職
と
し
て
必
要
な
自
己
覚
知
、
介
護
技
術
の
向
上
と
い
っ
た
専
門
的
技
術
の
重
要
性
の
認
識
率
、
実
現
率
と

も
三
〇
％
以
下
と
低
か
っ
た
。
利
用
者
の
生
活
の
安
全
を
保
障
し
個
別
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
に
は
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
介
護
の
提
供
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（
�
）

（
�
）（
�
）

が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
ケ
ア
に
関
し
て
は
専
門
的
知
識
や
技
術
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
個
々
の
職
員
の

自
覚
と
共
に
、
自
己
研
鑽
や
研
修
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

三
つ
目
の
施
設
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
地
域
と
の
関
連
性
、
生
活
空
間
作
り
の
事
項
が
挙
げ
ら
れ
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
な

じ
み
の
人
々
と
と
も
に
生
活
を
送
っ
て
い
た
利
用
者
に
と
っ
て
、
地
域
と
の
関
係
の
継
続
性
は
精
神
的
安
定
の
た
め
に
必
要
な
要
素
で
あ

（
�
）
る
。
し
か
し
、
地
域
と
の
関
係
に
関
す
る
項
目
は
施
設
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
重
要
性
の
認
識
率
・
実
現
率
と
も
に
低
い
割
合
で
あ
っ
た
。

（
�
）

地
域
と
の
関
係
の
継
続
性
の
困
難
さ
は
、
施
設
が
郊
外
や
人
里
は
な
れ
た
環
境
に
あ
る
等
の
立
地
条
件
が
影
響
す
る
た
め
、
今
後
施
設
建
設

に
お
け
る
立
地
条
件
や
他
地
域
か
ら
の
利
用
者
も
新
た
に
関
係
を
築
け
る
よ
う
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
こ
二
五
年
ほ
ど
、
建
築
学
の
分
野
で
は
痴
呆
性
高
齢
者
の
住
環
境
や
特
養
の
施
設
環
境
、
環
境
評
価
の
研
究
が
増
加
し
、
住
環
境
が
職

員
や
利
用
者
の
生
活
行
動
や
精
神
的
安
定
、
ケ
ア
の
質
等
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
多
様
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、
生
活
空
間
、
環
境
整
備
の

（
�
）（
�
）

課
題
や
効
果
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
痴
呆
性
高
齢
者
に
対
す
る
施
設
環
境
整
備
で
は
、
安
全
性
と
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
、
プ
ラ
イ

（
�
）（
�
）

バ
シ
ー
の
配
慮
や
家
庭
的
な
環
境
づ
く
り
な
ど
生
活
の
継
続
性
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
職
員
は
生
活
感
の
あ
る
な
じ

み
の
空
間
作
り
の
重
要
性
を
認
識
し
て
は
い
る
も
の
の
、
特
に
特
養
、
老
健
と
い
っ
た
既
存
の
大
規
模
施
設
で
は
利
用
者
個
人
の
生
活
空
間

の
確
保
が
難
し
く
、
自
由
な
生
活
空
間
作
り
や
生
活
の
継
続
性
に
対
す
る
支
援
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
本
調
査
結
果
か
ら
示
さ
れ
た
。
従

来
の
設
置
基
準
に
よ
る
施
設
構
造
の
改
修
や
増
改
築
は
直
ち
に
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
存
施
設
に
お
い
て
利
用
者
の
使
い
慣

れ
た
生
活
道
具
の
配
置
や
、
ラ
テ
ィ
ス
等
の
つ
い
た
て
を
使
用
し
た
し
つ
ら
え
を
工
夫
す
る
こ
と
で
生
活
環
境
を
改
善
さ
せ
た
施
設
の
取
り

（
	
）（


）

組
み
が
い
く
つ
か
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
に
は
抜
本
的
な
増
改
築
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
の
出
来
る
範
囲
で
の
取
り
組
み
で
も

利
用
者
の
生
活
の
質
の
改
善
に
対
す
る
貢
献
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
既
存
施
設
に
お
い
て
は
施
設
全
体
で
環
境
改
善
に
取
り
組
む
姿

勢
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
利
用
者
の
活
動
の
場
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
治
療
的
な
意
味
で
も
屋
外
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
性
は
指
摘
さ
れ
て
い
る

痴
呆
性
（
認
知
症
）
高
齢
者
介
護
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場
の
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と
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（
�
）

（
�
）〜（
�
）

も
の
の
、
わ
が
国
の
施
設
環
境
の
研
究
で
は
、
具
体
的
に
屋
外
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
の
研
究
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
本
調
査
結
果

も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
種
類
の
施
設
で
も
自
由
に
利
用
可
能
な
屋
外
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
今
後
、
施
設
の
改
築
や
新
築
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、
屋
外
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
介
護
施
設
全
体
と
し

て
考
慮
す
べ
き
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
大
き
く
三
つ
の
問
題
が
指
摘
で
き
た
が
、
中
で
も
利
用
者
の
基
本
的
な
生
活
支
援
に
関
す
る
問
題
は
利
用
者
の
生
活
保
障

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
職
員
個
々
の
自
覚
だ
け
で
な
く
、
仕
事
量
や
体
制
の
問
題
も
実
現
率
に
影
響
し
て
い
る
と
推
察
さ

れ
、
施
設
全
体
で
早
期
に
改
善
に
取
り
組
む
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
施
設
全
体
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ
の

事
項
の
実
現
が
十
分
で
は
な
く
て
も
、
利
用
者
の
安
全
や
最
低
限
の
生
活
は
保
障
さ
れ
る
。
し
か
し
、
利
用
者
を
一
人
の
人
と
し
て
捉
え
、

身
体
的
、
精
神
的
な
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
障
害
を
持
た
な
い
人
々
と
変
わ
ら
な
い
暮
ら
し
を
営
む
と
い
っ
た
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
理
念
に
基
づ
く
生
活
支
援
の
た
め
に
は
、
さ
ら
に
実
現
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
不
安
の
除
去
と
彼
ら
の
意
思
や
気
持
ち
の
理
解
に
着
目
し
た
特
に
配
慮
す
べ
き
介
護
項
目
一
四
項
目
の
結
果
を

見
て
み
る
と
、
痴
呆
性
高
齢
者
の
不
安
の
除
去
に
つ
な
が
る
物
理
的
生
活
環
境
の
整
備
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
使

い
慣
れ
た
私
物
を
施
設
に
持
ち
込
め
る
」
の
実
現
率
は
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｇ
Ｈ
の
施
設
環
境
が
ほ
と
ん
ど
個
室
で
あ
る

こ
と
を
反
映
し
て
実
現
率
が
八
〇
％
を
超
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
老
健
・
特
養
で
は
概
ね
二
〇
％
以
下
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
多
床
室
の

大
規
模
既
存
施
設
で
は
不
安
の
軽
減
に
も
繋
が
る
私
物
の
持
込
の
制
限
が
厳
し
い
現
実
を
示
し
て
い
る
。
同
様
に
「
ト
イ
レ
や
居
室
の
場
所

が
わ
か
り
や
す
い
」
の
全
体
の
実
現
率
は
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
が
、
特
に
老
健
で
は
概
ね
二
〇
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な

じ
み
の
関
係
作
り
を
促
進
さ
せ
う
る
人
間
関
係
の
良
好
さ
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
概
ね
実
現
さ
れ
て
お
り
、
不
安
の
除
去
に
関
し
て
は

ハ
ー
ド
面
で
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
を
ソ
フ
ト
面
で
補
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
介
護
現
場
の
現
状
が
推
察
さ
れ
た
。

利
用
者
の
意
思
や
気
持
ち
の
理
解
に
関
す
る
「
生
活
習
慣
の
理
解
」、「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
」、「
痴
呆
性
高
齢
者
の
気
持
ち
の
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理
解
」
の
三
項
目
は
、
個
別
ケ
ア
の
介
護
目
標
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
、
重
要
性
の
認
識
が
高
い
介
護
項
目
に
も
関
わ
ら
ず
実
現
が
困
難
で

（
�
）

あ
る
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
介
護
現
場
に
お
い
て
は
介
護
目
標
と
し
て
利
用
者
の
個
別
性
の
尊
重
は
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
目
標
の
重
要
性
に
つ
い
て
職
員
は
認
識
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
介
護
方
法
が
十
分

理
解
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

蠶
―
２

介
護
目
標
の
実
現
に
影
響
を
与
え
る
仕
事
上
の
負
荷
要
因

施
設
職
員
が
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
実
現
が
困
難
な
介
護
と
は
、
利
用
者
の
個
人
と
し
て
の
理
解
、
利
用
者
の
選
択
の
尊
重
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
継
続
性
、
利
用
者
に
自
尊
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
と
い
っ
た
個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
介
護
目
標
に
あ
た
る
事
項

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
介
護
目
標
の
阻
害
要
因
を
仕
事
上
の
負
荷
因
子
と
の
関
連
性
か
ら
分
析
し
た
。

「
家
族
・
利
用
者
の
理
解
」
等
五
つ
の
負
荷
因
子
の
う
ち
、
個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
介
護
目
標
に
対
し
て
特
に
関
連
性
が
示
さ

（
�
）

れ
た
の
は
、「
仕
事
の
忙
し
さ
」
と
「
施
設
全
体
の
介
護
方
針
・
規
範
」
を
示
す
負
荷
因
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
過
重
負
担
や
施
設

（
�
）

の
組
織
管
理
の
問
題
が
、
特
に
な
じ
み
の
あ
る
生
活
環
境
な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
継
続
性
や
職
員
の
利
用
者
に
対
す
る
理
解
、
利
用
者
の

自
尊
心
を
保
持
す
る
支
援
の
実
現
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
仕
事
の
忙
し
さ
」
に
つ
い
て
、
多
忙
や
あ
わ
た
だ
し
さ
は
過
重
負
担
に
起
因
し
て
お
り
、
利
用
者
に
じ
っ
く
り
と
関
わ
っ
た
り
、
環
境

（
�
）

改
善
に
取
り
組
む
た
め
の
時
間
の
余
裕
が
と
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
職
場
内
外
の
人
間
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
人
間
関

係
に
対
す
る
負
荷
は
、
仕
事
に
対
す
る
満
足
度
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
ス
ト
レ
ス
や
抑
圧
、
身
体
症
状
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
結
果
と

（
�
）〜（
�
）

し
て
利
用
者
に
対
す
る
ケ
ア
の
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
施
設
は
複
数
の
職
種
、
職
員
の
連
携
・
協
働
に

（
�
）

よ
っ
て
成
立
し
て
お
り
、
職
員
の
共
通
認
識
の
下
で
一
貫
性
の
あ
る
ケ
ア
の
提
供
が
求
め
ら
れ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
重
要
な
要
素
と
な
る
。

し
か
し
、
職
員
間
に
人
間
関
係
の
鐚
藤
が
存
在
し
た
場
合
、
職
員
間
の
連
携
や
ケ
ア
の
統
一
が
図
れ
ず
、
結
果
的
に
利
用
者
の
混
乱
や
不
安
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を
招
き
ケ
ア
の
質
の
低
下
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
調
査
結
果
で
は
、
人
間
関
係
に
対
す
る
負
荷
の
認
識
は
低
か
っ
た
も
の
の
、
介
護

目
標
で
あ
る
「
生
活
習
慣
の
理
解
」
や
「
家
庭
に
近
い
生
活
空
間
つ
く
り
」
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
継
続
性
に
関
す
る
事
柄
の
実
現

率
の
低
下
に
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
過
重
負
担
と
同
時
に
留
意
す
べ
き
負
荷
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。「

施
設
全
体
の
介
護
方
針
・
規
範
」
を
示
す
負
荷
因
子
は
、
施
設
全
体
に
お
け
る
介
護
方
針
や
運
営
方
針
の
あ
い
ま
い
さ
、
つ
ま
り
施
設

と
し
て
の
理
念
・
目
標
の
あ
い
ま
い
さ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

組
織
は
単
な
る
人
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
明
確
な
目
的
と
そ
の
目
的
を
合
理
的
に
達
成
す
る
た
め
の
構
造
と
過
程
を
持
っ
て
お
り
、
構
成

（
�
）

員
は
そ
の
目
的
達
成
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護
施
設
も
、
利
用
者
の
自
立
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
意
図
的
な
組

織
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
に
お
い
て
は
、
目
的
や
目
標
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
な
規
範
や
基
準
が

作
ら
れ
る
。
ま
た
、
何
を
ど
こ
ま
で
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
っ
た
基
準
が
定
ま
る
こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
適
応
が
容
易
な
環
境
が
形
成
さ
れ

（
�
）

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
施
設
の
理
念
や
目
標
の
あ
い
ま
い
さ
に
対
し
て
負
荷
を
感
じ
る
よ
う
な
介
護
現
場
で
は
、
職
員
の
価

値
基
準
や
行
動
規
範
が
定
ま
ら
ず
、
普
段
の
介
護
に
迷
い
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
利
用
者
に
対
す
る
ケ
ア
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性

は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
負
荷
は
五
つ
の
負
荷
因
子
の
う
ち
中
位
に
あ
り
、
特
に
強
く
負
荷
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
�
）（
�
）

し
か
し
、
こ
の
負
荷
は
組
織
風
土
や
文
化
に
も
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
な
け
れ
ば
職
員
の
職
務
不
満
足
感
や
バ

（
�
）（
�
）

ー
ン
ア
ウ
ト
、
人
間
関
係
の
悪
化
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
職
員
が
快
適
な
職
場
環
境
の
中
で
利
用
者
に
ケ
ア
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
組
織
管
理
の
問
題
と
し
て
早
急
に
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
負
荷
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。

（
�
）

家
族
の
理
解
に
関
す
る
負
荷
は
最
も
強
く
認
識
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
支
援
上
家
族
と
の
連
携
も
必
要
な
た
め
、
こ
の
負
荷
を
強
く
感

じ
て
い
れ
ば
、
介
護
目
標
の
実
現
率
は
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
現
率
と
の
関
連
性
は
明
確
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
職
員
は
家
族
等
の
施
設
に
対
す
る
理
解
不
足
に
つ
い
て
の
負
荷
を
強
く
感
じ
て
い
て
も
二
四
時
間
体
制
で
介
護
を
提
供
し
、
利
用
者
の
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生
活
を
あ
る
程
度
保
障
で
き
る
た
め
、
介
護
目
標
の
実
現
率
に
影
響
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
族

と
職
員
が
利
用
者
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
同
じ
視
点
に
た
っ
た
生
活
支
援
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
現
状
が
推
察
さ
れ
た
。

本
調
査
で
は
、
介
護
目
標
で
あ
る
「
利
用
者
の
意
思
や
選
択
の
尊
重
」
の
実
現
率
と
五
つ
の
仕
事
上
の
負
荷
と
の
関
連
性
は
強
く
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
本
調
査
に
お
け
る
仕
事
上
の
負
荷
に
つ
い
て
は
現
場
職
員
の
顕
在
化
さ
れ
た
負
荷
項
目
か
ら
抽
出
さ
れ
た
五
つ
の
因
子
で

分
析
し
て
お
り
、
介
護
現
場
に
お
け
る
仕
事
上
の
負
荷
に
つ
い
て
全
て
網
羅
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
こ
の
介
護
目
標
の
実
現
率
に
は

他
の
負
荷
要
因
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
推
察
さ
れ
た
。
特
に
、
利
用
者
の
自
律
的
行
動
の
支
援
に
は
、
利
用
者
の
判
断
能
力
に
対
す
る

（
�
）

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
選
択
を
可
能
と
さ
せ
る
情
報
提
示
の
仕
方
な
ど
、
職
員
の
技
量
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
介
護
職
員
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
技
能
や
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
な
ど
の
負
荷
が
実
現
率
に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

本
調
査
で
は
こ
の
よ
う
な
利
用
者
と
の
関
わ
り
に
関
連
し
た
負
荷
に
つ
い
て
の
質
問
項
目
を
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
分
析
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

蠹

結

論

個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
介
護
目
標
の
阻
害
要
因
に
つ
い
て
仕
事
上
の
負
荷
因
子
と
の
関
連
性
か
ら
分
析
し
た
結
果
、
三
つ
の
問

題
点
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。

（
１
）
施
設
で
の
生
活
空
間
つ
く
り
や
施
設
全
体
の
利
用
者
に
対
す
る
介
護
方
針
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
介
護
職
員
が
指
針
と
す
べ
き
方
向

性
や
介
護
方
法
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と

（
２
）
職
員
配
置
数
が
十
分
で
は
な
い
、
業
務
も
忙
し
く
利
用
者
に
関
わ
る
時
間
も
十
分
に
と
れ
な
い
こ
と

（
３
）
上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
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（
�
）

C
ox

ら
は
、
業
務
負
担
を
仕
事
の
背
景
に
関
連
す
る
も
の
と
仕
事
の
内
容
に
関
連
す
る
も
の
と
大
き
く
二
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
本
調
査
結
果
は
（
１
）
の
組
織
目
標
の
不
明
瞭
さ
と
（
３
）
の
人
間
関
係
の
問
題
は
前
者
に
、（
２
）
の
仕
事
の
忙
し
さ
に
関
す

（
�
）〜（
�
）

る
問
題
は
後
者
に
分
類
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
、
対
人
鐚
藤
や
組
織
管
理
な
ど
組
織
関
連
要
因
の
問
題
で
あ
っ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
利
用
者
に
対
す
る
個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
施
設
全
体
に
対
す
る
介
護
方
針
を
具
体
的
に
実
践
可
能
な

レ
ベ
ル
で
明
確
に
し
、
周
知
さ
せ
る
こ
と
で
職
員
の
ケ
ア
内
容
に
対
す
る
迷
い
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
や
、
職
員
の
人
員
配
置
や
業
務
密
度
に

ゆ
と
り
の
あ
る
仕
事
の
仕
方
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

ま

と

め

本
研
究
は
、
特
に
個
別
対
応
が
必
要
な
痴
呆
性
高
齢
者
介
護
に
焦
点
を
当
て
、
施
設
職
員
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
介
護
目
標
、
方
法
等

や
実
際
の
介
護
の
中
で
有
す
る
実
現
困
難
な
課
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
大
規
模
介
護
施
設
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
充
実
の
た
め
の
改
善
策
検

討
の
資
料
を
得
よ
う
と
し
、
介
護
施
設
職
員
に
対
し
て
質
問
紙
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
利
用
者
の
不
安
の
除
去
と
彼
ら
の
意
思
や
気
持
ち
の
理
解
に
着
目
し
た
特
に
痴
呆
性
高
齢
者
に
配
慮
す
べ
き
介
護
項
目
一
四

項
目
か
ら
は
、
利
用
者
の
不
安
の
除
去
に
つ
な
が
る
物
理
的
生
活
環
境
の
整
備
の
実
現
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
逆
に

利
用
者
の
精
神
的
安
定
に
資
す
る
人
間
関
係
の
良
好
さ
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
は
概
ね
実
現
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
不
安
の
除
去
に
関

し
て
は
、
ハ
ー
ド
面
で
の
対
応
は
十
分
で
は
な
い
が
、
そ
の
分
ソ
フ
ト
面
で
補
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
介
護
現
場
の
現
状
が
推
察
さ
れ

た
。施

設
職
員
が
重
要
性
を
認
識
し
な
が
ら
実
現
が
困
難
な
介
護
と
し
て
、（
１
）
利
用
者
を
個
人
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
、（
２
）
利
用
者
の

選
択
を
尊
重
す
る
こ
と
、（
３
）
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
、（
４
）
利
用
者
に
自
尊
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
と
い
っ
た
個
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別
ケ
ア
充
実
の
た
め
の
介
護
目
標
に
あ
た
る
事
柄
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
介
護
目
標
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
、
仕
事
の
忙
し
さ
、
施

設
全
体
の
介
護
方
針
の
あ
い
ま
い
さ
、
職
員
間
の
人
間
関
係
と
い
っ
た
問
題
点
が
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
職
員
個
人
の
努
力
の
み
で
は
解
決
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
今
後
の
改
善
策
と
し
て
、
施
設
全
体
の
介
護
方
針
を
具
体
的
に
実
践
可
能
な
レ

ベ
ル
で
明
確
化
し
、
周
知
さ
せ
る
こ
と
と
人
員
配
置
や
業
務
密
度
に
ゆ
と
り
の
あ
る
仕
事
の
仕
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
本
調
査
に
お
け
る
仕
事
上
の
負
荷
は
、
現
場
職
員
の
顕
在
化
さ
れ
た
負
荷
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
五
つ
の
種
類
し
か
抽
出
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
個
別
ケ
ア
の
充
実
に
向
け
た
介
護
目
標
の
阻
害
要
因
を
説
明
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
本
調
査
結
果
で
明
ら
か

に
な
っ
た
仕
事
の
忙
し
さ
な
ど
阻
害
要
因
と
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
問
題
点
は
、
組
織
関
連
要
因
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
う
い

っ
た
問
題
点
を
詳
し
く
分
析
し
、
介
護
目
標
の
阻
害
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
組
織
関
連
要
因
を
多
面
的
に
捉
え
、
さ
ら
に
利
用

者
特
性
の
問
題
な
ど
負
荷
の
種
類
を
幅
広
く
採
用
し
、
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
、
本
研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
仕
事
上
の
負
担
の
種
類
を
広
げ
、
対
象
施
設
種
別
や
職
員
の
職
種
を
限
定
し
た
上
で
調
査
を

実
施
し
、
大
規
模
施
設
に
お
け
る
個
別
ケ
ア
の
提
供
の
現
状
と
実
現
困
難
な
課
題
を
構
造
的
に
考
察
し
て
、
具
体
的
な
改
善
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

（
付
記
）
本
稿
は
本
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
岡
本
民
夫
教
授
の
ご
指
導
に
よ
り
執
筆
し
、
ご
校
閲
を
受
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Conditions and Issues at Nursing Care Facility

for the Elderly People with Dementia :

Relationship between job stressor and

the care perspective of staff

Seiko Tanehashi
（Doshisha University）

The aim of the survey was to clarify the staff’s perspective on necessary nurs-
ing care policies, objectives and methods, and their specific situations, which make
their work difficult as a professional caregiver at a nursing care facility, and also to
understand the factors, which make it difficult to provide individualized care at a
large-scale nursing care facility. A questionnaire survey was conducted with facility
staffs at nursing care facilities with the focus on the elderly people with dementia,
who especially require individualized care. The survey included two categories of
questions ; (1 a care-related category, focusing on what is considered necessary for
the elderly suffering from senile dementia including maintenance of daily living
space and ADL/IADL support an (2 a work-related category, day-to-day stress fac-
tors for the staff. In total, 64 valid responses were collected.

As a result, four care items were pointed out as difficult to realize though con-
sidered highly important ; (1) Perceiving patients as an individualized, (2) Respect-
ing the choice of the patients, (3) Helping patients continue with their lifestyle, and
(4) Helping patients have self-esteem. All these care areas are related to the objec-
tives of care giving in realizing individualized care.

When analyzed the correlation between the barriers to realize the care objectives
and work-related stress, issues such as overall vague care policy at facilities, busy
work routine and poor relationships among staff were identified.

As improvement areas for the future, clarifying the overall policy related to
nursing care at each facility and getting it across to the entire staff, and providing a
comfortable work environment with more lenient staff/work assignment are consid-
ered crucial.

Key words : Elderly People with Dementia, Nursing Care Facility, Individualized
Care, Facility Staff, Job stressor
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